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釧路湿原自然再生協議会 

第１５回 森林再生小委員会 

 

日  時：平成２７年１１月２０日（金） 13:30～15:30 

 

場  所：釧路地方合同庁舎５階 第１会議室 

（釧路市幸町１０丁目３番地） 

    

-------------  議 事 次 第 ------------- 

 

１．開 会 

２．議 事 

１）雷別地区自然再生事業の実施状況について 

２）達古武地域自然再生事業の実施状況（10年目の振り返り含む）について 

３）参考：達古武湖自然再生事業における森林に対する普及啓発について 

４）参考：釧路湿原達古武地区におけるエゾシカ対策について 

３．閉 会 

 

---------------  配 布 資 料  --------------- 

 

・ 議事次第 

・ 森林再生小委員会 委員名簿 

・ 第１５回森林再生小委員会 出席者名簿 

・ 第１５回森林再生小委員会資料 

・ 達古武湖を守る森づくり（案） 

・ 第１４回森林再生小委員会ニュースレター  

・ 意見・要望アンケート用紙 

 

 



(敬称略、五十音順)

No

1 石 岡 透

2 加 藤 ゆ き 恵 釧路市立博物館

3 金 子 正 美 酪農学園大学 環境システム学部 地域環境学科 教授

4 神 田 房 行 北方環境研究所所長（元北海道教育大学副学長）

5 河 野 通 船

6 清 水 信 彦

7 杉 澤 拓 男

8 高 嶋 八 千 代

9 高 橋 忠 一

10 竹 中 康 進

11 中 村 太 士 北海道大学大学院 農学研究院 教授

12 松 本 文 雄

(敬称略、五十音順)

No 代表者名

1 特定非営利活動法人 EnVision環境保全事務所 理事長　赤松　里香

2 代表取締役社長　進藤　清貴

3 特定非営利活動法人 くしろ・わっと 理事長　小林　友幸

4 理事長　蝦名　大也

5 会長　神田　房行

6 会長　蝦名　大也

7 代表　須摩　靖彦

8 副会長　吉田　英司

9 会長　大西　英一

10 理事　浪岡　敬子

11 代表　渡辺　修

12 隊長　佐久間　三男

13 塘路ネイチャーセンター センター長　鷲見　祐将

14 理事長　黒澤　信道

15 代表取締役社長　芳賀　義雄

16 会長　池谷　奉文

17 チーフレンジャー　原田　修

18 代表取締役　山崎　正明

19 理事長　小林　三樹

20 代表　佐竹　直子

団体/機関名

釧路湿原自然再生協議会
森林再生小委員会　委員名簿

■個人(12名)

氏　　名 所　　　　属

■団体(20名)

王子ホールディングス株式会社

株式会社 北都 

釧路国際ウェットランドセンター

釧路自然保護協会

釧路湿原国立公園連絡協議会

釧路生物談話会

釧路造園建設業協会

釧路武佐の森の会

国際ソロプチミスト釧路

公益財団法人　日本生態系協会

公益財団法人日本野鳥の会
鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ

さっぽろ自然調査館

特定非営利活動法人 トラストサルン釧路

日本製紙株式会社

ボランティアネットワークチャレンジ隊

標茶西地区農地・水保全隊

公益財団法人　北海道環境財団

計：４４名 
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(敬称略)

No 代表者名

1 釧路東森林組合 組合長理事　及川　広樹

2 標茶町森林組合 組合長　成田　勝利

3 弟子屈町森林組合 代表理事組合長　山本　保紀

4 鶴居村森林組合 組合長理事　松井　廣道

(敬称略)

No 代表者名

1 国土交通省　北海道開発局 釧路開発建設部 部長　數土　勉

2 環境省　釧路自然環境事務所 所長　西山　理行

3 林野庁　北海道森林管理局 局長　黒川　正美

4 北海道　釧路総合振興局 局長　田辺　利信

5 釧路市 市長　蝦名　大也

6 釧路町 町長　佐藤　廣高

7 標茶町 町長　池田　裕二

8 鶴居村 村長　大石　正行

団体/機関名

■関係行政機関(8機関)

団体/機関名

■オブザーバー(４団体)
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